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表1 時代区分による主な発展途上国の開発課題と開発経済論の流れ
年 代 時代課題 主要な開発課題 国際機関等の開発援助構想 開発経済学のおもな考え方と理論






































































































































































































































































































































































































































































お わ り に
以上の考察から，ハーシュマン，宮本ともに社会資本を社会資本の機能的な役割，すなわち生
産基盤，生活基盤という役割を重視して定義している。ハーシュマンはそれを社会的間接資本と
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私的生産活動という概念から説明しており，宮本は一般的労働手段と共同消費という両者から社
会資本が構成されていると主張している。加えて，両者とも政府あるいは公共機関が社会資本の
支出を行うべきであると主張している。
ハーシュマンは，低開発国において，私的企業が投資を行うにあたって，最低限の社会資本が
必要であり，それが発展を促進すると考察している。したがって，低開発国では，初期の社会資
本投資は必要であるというのである。すなわち，社会資本の個別の機能を重視するというよりも，
社会資本全体としての総量の増加を研究対象としている。
これに対して，宮本は，1960年代の日本のような発展途上国においては，全体としての社会
資本の充実というよりも，労働の再生産を支える（筆者はこれを生活基盤と呼ぶ）社会資本の増
加が必要であると主張する。要するに，個別の社会資本を検討し，それぞれ増加を研究対象とし
ている。
しかしながら，1960年代以降の社会資本の概念（57）は，その機能をより詳細に分析し，それを
狭義，広義に分類し，さらに投資主体として政府だけではなく民間投資もその範疇に入れている。
すなわち，先進国における社会資本の役割とその投資主体に着目したものとなったのである。
（1）『経済発展の戦略』は以下『戦略』と表示する。
（2） TheStrategyofEconomicDevelopment.p.5.『経済発展の戦略』9ページ。
（3） ハーシュマンはこれを，「われわれの接近方法は，明らかに欠如または不足している資源や生産要
素に対してではなく，むしろ潜在的に利用可能な，もしくは条件つきで利用可能な生産要素に考慮を
払うものであるが，この接近方法の利点とは何であろうか。それは，この方法によれば，発展過程の
きわめて重要な動態的，戦略的側面に注意を向けることができる，ということである。われわれの接
近方法は，資本や企業社精神のような稀少資源の節約にもっぱら注意するのではなく，それらの稀少
諸資源の最大可能量を喚起し動員する「圧力」や「誘発機構」を捜し出そうとするものである」（p.6,
11ページ）とより明確に示している。
（4） TheStrategy.p.7.『戦略』1415ページ。
（5） ハーシュマンが批判の対象とした新古典派成長論はハロッド・ドーマー型であり，ヌルクセ的均整
成長論である。
（6） TheStrategy.p.82.『戦略』144145ページ。
（7） ハーシュマンがSOCと定義している概念は，筆者が社会資本と呼んでいる概念と同一のものであ
る。
（8） TheStrategy.p.85.『戦略』148ページ。
（9） TheStrategy.pp.8384.『戦略』145146ページ。
（10） TheStrategy.p.194.『戦略』340ページ。
（11） TheStrategy.p.85.『戦略』148ページ。
（12） TheStrategy.p.165.『戦略』288ページ。
（13） TheStrategy.p.202.『戦略』356ページ。
（14） TheStrategy.p.203.『戦略』357ページ。
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（15） TheStrategy.p.204.『戦略』359ページ。
（16） TheStrategy.p.63.『戦略』113ページ。
（17） TheStrategy.p.98.『戦略』170171ページ。
（18） TheStrategy.p.94.『戦略』162ページ。
（19） TheStrategy.p.95.『戦略』163ページ。
（20） 宮本憲一『社会資本論』6ページ。
（21） 宮本『社会資本論』810ページ参照。
（22） 宮本『社会資本論』95ページ。
（23） 宮本『社会資本論』98ページ。
（24） 宮本『社会資本論』98ページ。
（25） 宮本『社会資本論』9899ページ。
（26） 宮本『社会資本論』99ページ。
（27） 宮本『社会資本論』99ページ。
（28） 宮本『社会資本論』100101ページ。
（29） 宮本『社会資本論』101ページ。
（30） 宮本『社会資本論』12ページ。
（31） 宮本『社会資本論』3ページ。
（32） 宮本の考える社会資本とは，「流行の社会資本充実政策の基礎をなす経済学は，第1に社会的費用
論（社会的便益論を含む）または外部経済・不経済論であり，第2は社会的間接資本論であろう」
（宮本『社会資本論』56ページ）というように，通常の社会資本概念だけではなく，市場の失敗で
用いられる外部経済・不経済論とともに，社会的費用論をも含めた広い概念でとらえている。
（33） 宮本『社会資本論』10ページ。
（34） 宮本『社会資本論』13ページ。
（35） 宮本『社会資本論』14ページ。
（36） 宮本『社会資本論』16ページ。
（37） 宮本『社会資本論』17ページ。
（38） 宮本『社会資本論』17ページ。
（39） 宮本『社会資本論』18ページ。
（40） 宮本『社会資本論』22ページ。
（41） 宮本『社会資本論』23ページ。
（42） 宮本『社会資本論』23ページ。
（43） 宮本『社会資本論』23ページ。
（44） 宮本『社会資本論』29ページ。
（45） 宮本『社会資本論』33ページ。
（46） 宮本『社会資本論』33ページ。
（47） 宮本『社会資本論』34ページ。
（48） 宮本『社会資本論』35ページ。
（49） 宮本『社会資本論』36ページ。
（50） 宮本『社会資本論』36ページ。
（51） 宮本『社会資本論』37ページ。
（52） 宮本『社会資本論』37ページ。
（53） 宮本『社会資本論』38ページ。
（54） 宮本『社会資本論』38ページ。
（55） 宮本『社会資本論』38ページ。
（56） 宮本『社会資本論』44ページ。
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（57） 1970年代の社会資本の概念は飯田経夫と斉藤誠一郎の次の文章によって示されている。
「まず，「社会資本」ということばから始めよう。第一に，おそらくそれは学術用語ではなく，いわ
ば俗語であって，その正確な理論的定義は，かつて与えられたことがない。しかし第二に，もちろん，
それが活発な議論の対象をなしてきた以上，その実際的な定義はいくつか存在する。そのうちもっと
も代表的なひとつは，かつて「経済社会発展計画」の策定に際して，経済審議会・社会資本分科会が
行った検討であろう。それによれば，まず，①狭義には，ストック概念としての社会資本は，フロー
概念としての公共投資に対応し，そしてその内容は，
公共投資＝行政投資＋政府企業投資
＝［道路，港湾，政府住宅，国土保全，土地改良事業，環境衛生，国公立学校，厚生福
祉……］＋［国鉄，電々，五現業，営団地下鉄，電発，地方公営・準公営企業……］
である。いうまでもなく，フローとしての公共投資がストックとして結実したものが，社会資本にほ
かならない。この定義は，事業主体が広義の政府であることを社会資本のメルクマールとする。しか
し他方，②このような制度面ではなく，むしろ資本の機能面に着目すれば，たとえば国鉄の路線と私
鉄の路線，道路公団の有料道路と民間経営の一般自動車道（有料），国立病院と民間病院などは，一
方を社会資本，他方を民間資本と区別することは，いかにも不自然である点に気づく。かくて，広義
に考えれば，社会資本に対応するのは，ただたんに公共投資にかぎらず，民間投資のうちでも，機能
的に狭義の社会資本と類似なものは，すべてそこに含めて考えるべきであろう。すなわち，社会資本
に対応するフローは，
公共投資＋民間投資の一部＝公共投資＋［私鉄，私立学校，私立病院，民間住宅……］
であることになる。さらに，②以上二個の定義のいわば中間に，もっと別の定義を考えることも可能
であろう。たとえば，基本的に定義①をよりどころにしつつも，定義②に含まれる民間住宅のうち，
政府施策住宅（たとえば，住宅金融公庫の融資によるものとか，住宅公団や都道府県住宅供給公社が
民間に分譲するもの）は，所有権は民間に帰属するけれども，政府関与の程度が大きいから，これを
社会資本に含めて考えるべきかもしれない。このような中間例は，たんに住宅にかぎらず，他にもい
くつか考えることができるだろう」（飯田経夫・斎藤誠一郎『社会資本の政治経済学』810ページ）。
これによれば，社会資本をフローとストックという機能の違いに着目した分類を行うと同時に，そ
の出資主体に政府だけではなく私企業も含めているという点で，その範囲を広げているという特徴が
ある。要するに，1970年代以降，わが国では先進国型の社会資本の分類が行われたということであ
る。
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